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水元地区ふれあし、□- ドレース大会が開催されました。小学校 1年生 (500m) から高校生 .一般 (2000m)

までの学年別競技に、選手約300人が競し、あいました。ほかに未就学児や親子レースもありました。選手
たちは一生懸命に走り、応援の人だけではなく、スタッフまでが笑顔になる楽しい大会になりました。
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令和 5年 1月31日 水元まち懇だより 第32号

今年度、花の木小学校で、プールの裏にある空き地を利用

して米作りに挑戦しました。たくさんのボランティアの
方々にご指導、お手伝いし、ただき、5年

生全員が作業しました。
令和 4 年 3月15日の土ならしをス
タートに、10月に新米ができあがりま

こ。自分たちで作ったお米を、おし、し 墜ニュー一 一 "rf ・廿十ー“十一▼" . - 酵 -〆;轟塵禦 ご謬撰ぎ璽※-
′二噸瀦ゑ総調轟窮霧総務をキー・くし、ただきました ! 艶奨嚢嬬 拶 毅燕.

5月 11日
代掻き

ギ 5月 14日 さあ、みんなで田植えだ !

稲を上手く刈るには
かまを稲に入れて引し、
たり、押しだしノすると

し、いんだ /
9月 10日
田んぼのまわりの生き物授業
いろいろな生き物がいました

9月 12日
りっぱな稲になったでしょう !
かまで稲刈り

o め ※
＼
欄 5日 机で種もみか」

寒 10月 20日
こんなにたくさんのお米が収穫
できました

伊藤進校長先生の手 食べられる白米に
鞘議
霊
茎ふるいにかけて、 なるまで、短くごん

わらをとりのぞいています の作業をしてし、ます。
子どEたちも米作り
の楽しごや大変ごが
実感できました /

たばねた稲はわら細工に使います
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第32号

新
自
治
町
箕
島
紹
介

南
水
元
三
丁
目
ア
パ
ー
ト
自
治
会

会
長
野
中

謙
一

水元まち懇だより令和 5年 1月31日

昨
年
四
月
か
ら
、
自
治
会
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
、
野
中
謙
一
と
申
し
ま
す
。

ま
ず
、
数
十
年
に
渡
り
、
先
人
の
方
々

が
、
積
み
重
ね
て
築
い
て
頂
い
た
近
隣
と

の
お
付
き
合
い
を
、
完
全
に
や
ら
ず
に
い

た
二
年
間
、
今
の
時
代
、
近
隣
と
の
お
付

き
合
い
が
如
何
に
大
事
か
、
そ
の
手
始
め

に
、
10
月2
9
日
(
土
)
に
集
会
所
に
隣
接

す
る
広
場
に
こ
ど
も
広
場
を
各
町
会
自
治

会
長
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
三
時
間

近
隣
の
方
々
や
お
子
さ
ん
達
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
今
後
も
継
続
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

役
員
一
同
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
共
ア
パ
ー
ト
は
、
居
住
者
が
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
た
高
齢
世
帯
で
構
成

さ
れ
、
老
老
介
護
世
帯
が
多
い
の
と
単
独

世
帯
数
が
多
く
其
の
方
々
の
息
抜
き
場
を

作
り
安
心
安
全
で
生
き
甲
斐
を
持
ち
、

日
々
生
活
が
出
来
る
自
治
会
を
諸
先
輩

方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
、
改
革
致
し
て

行
き
ま
す
。

大
事
な
事
、
見
守
り
、
声
か
け
、
高
齢

者
相
談
セ
ン
タ
ー
等
、
又
各
町
会
自
治
会

等
の
繋
が
り
を
強
く
し
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
頂
き
な
が
ら
、
進
め
て
行
く
、
実

現
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幽霊
罰
竪
勲

林
田
勲
と
申
し
ま
す
。
昨
年
四
月
よ
り

金
町
第
二
団
地
自
治
会
の
会
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
。

当
自
治
会
は
、
一
九
七
八
年
三
月
に
入

居
開
始
し
、
そ
の
年
に
結
成
さ
れ
、
歴
代

自
治
会
会
長
方
々
の
ご
尽
力
の
も
と
、
住

み
よ
い
団
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
、

諸
行
事
に
よ
る「
自
治
会
員
相
互
の
親
睦
」

を
培
っ
て
参
り
ま
し
た
。

最
近
当
自
治
会
に
も
、
若
い
世
代
が
増

え
つ
つ
あ
る
中
で
、
現
役
世
代
に
は
、
楽

し
く
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
、
お
子
さ

ん
達
に
は
、
親
子
一
緒
に
行
事
に
参
加
す

る
意
識
を
持
て
る
場
の
提
供
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
諸
先
輩
方
の
ご
年
配
の
方
々

に
は
「
安
心
・
安
全
で
生
き
甲
斐
を
持
っ

て
日
々
楽
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
ケ
ア
会
議
を
立
ち
上
げ
、
当
自
治
会
、

民
生
委
員
、
U
R
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
当

団
地
に
お
住
ま
い
の
方
の
課
題
を
情
報
共

有
し
、
当
該
当
事
者
へ
の
支
援
内
容
の
検

討
及
び
協
働
を
通
じ
て
、
よ
り
住
み
や
す

い
団
地
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
手
始
め
に
、
A
E
D
を
設
置
し
当

自
治
会
で
用
意
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
現
状
を
み
な
が
ら
団
地
の
皆
様

と
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
町
会
・
自
治
会
の
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

自
治
功
労
者
表
彰
-

令
和
三
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
が
あ
り
、

水
元
地
区
で
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労

岩
井

伸
一

氏

　　　
　　
　
　
　
　
　

第
二
十
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　　　　　 　　　　　　 　
ぎ署 第

二
十
一
回
水
元
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
令
和
四
年
三
月
二
十
一
日

(
月
・
祝
日
)
に
、
「
水
元
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
十
一
自
治
町
会
、
青
少
年
育
成
水
元
地
区
委
員
会
か
ら

百
二
十
人
の
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ラ
ウ
ー'ト
コ
ル
フ
大
会

団体の部
順位 町 会 名
優 勝 水 元 中 央 町 会
準優勝 水 元 小 合 上 町 町 会
3 位 水 元 下 手 町 会
4 位 南水元三丁 目アパー ト自治会

5 位 水 元 中 之 橋 町 会
5 位 金 町 第 二 団 地 自 治 会

7 位 水 元 宮 前 町 会
8 位 水 元 小 合 新 町 町 会
9 位 水 元 猿 町 東 町 会
10 位 東水 元 二 丁 目仲 町 町会
11 位 青少年育成水元地区委員会
12 位 東 水 元 一 丁 目 町 会

ア期
部
胴
の
伽
人
縦
個
順位 氏 名 町 会 名
優 勝 寂腕

△
=治

白
日地団二第町金

準優勝 弘跡 会町前宮元水
3 位 醐略

玄
小 会町手下元水
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学
醇
局
組
針

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校
に

第32号水元まち懇だより令和 5年 1月31日

　
　
　
　
　
　

昨
年
四
月
に
東
水
元
小
学
校
に
着
任
し

ま
し
た
小
野
寺
庸
介
で
す
。
今
年
度
は
運

動
会
を
は
じ
め
宿
泊
行
事
や
校
外
学
習
を

感
染
症
対
策
を
と
り
な
が
ら
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
三
年
ぶ
り
に
五
年
生
の

岩
井
臨
海
学
校
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
海
に
入
っ
た
時
の

歓
声
と
笑
顔
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

感
染
症
が
収
束
し
、
早
く
地
域
の
皆
様

に
子
供
た
ち
の
頑
張
る
姿
や
成
果
を
お
見

せ
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

地
域
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
　
　
　
　

′
校
長

戸
室

今
年
度
、
足
立
区
立
第
十
三
中
学
校
よ

り
着
任
い
た
し
ま
し
た
戸
室
誠
と
申
し
ま

す
。縁
あ
っ
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
葛
飾
区
の

校
長
と
し
て
着
任
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
東
水
元
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
通
勤
途
中
に
見
る

近
隣
の
景
色
に
懐
か
し
さ
で
一
杯
に
な
り

ま
す
。
本
校
は
「
知
・
徳
・
体
」
の
均
整
の
と

れ
た
教
育
を
目
指
し
、
「
凡
事
徹
底
」
を

合
言
葉
に
、
何
事
に
も
基
礎
基
本
を
重
視

し
、
礼
儀
を
重
ん
じ
、
規
則
を
守
る
こ
と

を
学
校
全
体
で
徹
底
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

よ
り
良
い
教
育
活
動
の
た
め
に
ご
支
援
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

言
元役 職 氏 名 選出団体 備 考

相 談 役 高 田 芳 昭 釜鎚綱
{
日航相 談 役 若 林 茂 △

=
△
n連暖治

{
日航顧 問 小 林 ひとし 韻船区飾葛

幹事会
役 職 氏 名 選出団体 備 考
会 長 井 上 利 一 水元中之橋町会 自治町会長
副 会 長 植 木 豊 治 水元宮前町会 ルナ
′"′ 平 山 岳 男 ミディオン自治会 ク

会 斎 藤 芳 弘 水元猿町東町会 ク

会計監査 佐 木々 登志夫 水元中央町会 ク

幹 事 中 田 泉 暖欄ロロ鵡赫 ク

"′ 大 塚 政 行 聡ロロ丁ー元駄 十"f

"′ 町 田 法 博 会町千
丁
下航 十"

ケ 上 杉 晃 鴎細満水 ケ

ク 鈴 木 徳 一 暖舗謎水 ケ

十" 野 中 謙 一 熱
願
{日]
□ーパア

ロ
ロ同跡

十"ナ
十夕 林 田 勲 熱

願
ム
日剛蹴金 ク

/令和4 ・5年度 水元地区まちづくり懇談会要員名簿
役

圃
圃
圏
圃

,.・..・..・..・・.・・.・・.・..・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

…

影
響
で
、
い
ろ
い
ろ
制
限
さ
れ
、
生

…
.

運営委員会役職者 任期 令和4年4月~6 年 3月
役 職 氏 名 選出団体 備 考
運営委員長 細 谷 五 郎 水元中央町会 兼事業部長
副委員長 細 谷 義 夫 元民生委員児童委員協議会 兼事業部副部長
会 須 永 弘 会町叫東猿鯖 部業事兼
会計監査 中 田 久 絵協目ハ委童旧ル頻雌 部業事兼
広報部長 佐 藤 菊 宏 会頻綱欄紗副 部 長 水 野 弥 生 △

な頻湖跡蝋
主日H
"

任期 令和 4年4月~6 年 3月運営委員会
役 職 氏 名 選出団体 備 考
事 業 部 庄 司 典 昭 東水元二丁目仲町町会
′"′ 面 田 博 子 東水元一丁目町会
ケ 吉 田 尚 人 水元下手町会
"f 柴 田 邦 男 水元小合上町町会
ルナ 石 塚 府 宏 南水元三丁目アパート自治会
"′ 古 間 征 信 ミディオン自治会
f"′ 高 橋 俊 浩 青少年育成水元地区委員会
′"′ 牧 野 剛 土 水元ブDソク子ども会育成会連合会
ク 荒 巻 昌 世 保護司会水元分区
" 出 沼 恵 介 ATPI校学小元水
十ク 大 畑 道 博 ATPI校学嚇跡十夕 松 島 雄 一 ATPI校

w
戸擢疎

非
化

ルナ 高 木 弘 赫
晒地“紺高雌水夕′ 中 田 晃 鱗
叫漣

ー
フヶ/諸臨過水

ク 藤 田 謙一郎 閉
山織

団
【謝町リ金

ケ 遠 藤 久美子 綱甜漸町金広 報 部 猫 矢 絵実子 鴎雄中十
ー
冗水

ク 永 井 慶 子 △
=綱納航

ク 岡 井 正 暖綱蛤航
ク 小 倉 さち子 畑婦難蝋

一
活
が
一
変
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
も
う

"

一
三
年
に
な
り
ま
す
。

感
染
症
が
減
っ
て
制
限
が
緩
和
さ

…

…
れ
る
と
ま
た
増
え
て
し
ま
っ
た
り
の

一

"
く
り
返
し
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に

…

…
戻
る
に
は
、
も
う
少
し
か
か
り
そ
う

…

…
で
す
ね
。

.

特
に
学
生
さ
ん
達
は
一
番
楽
し
い

…

…
時
に
ガ
マ
ン
を
し
て
き
た
の
で
は
な

…

…

…

…

い
で
し
ょ
う
か
。

・

う
ち
の
孫
も
中
学
生
の
時
、
行
事

一

一
が
全
て
中
止
に
な
り
、
高
校
生
に
な

…

…
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

…

…
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
や

一

…
検
査
が
必
要
だ
っ
た
り
、
一
〇
0
%

一

"

"

…
楽
し
む
事
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

…

"

"

"

ま
ち
こ
ん
で
も
感
染
対
策
や
人
数

…

…
制
限
等
は
あ
り
ま
す
が
、
健
康
講
演

一

"

"

…
会
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

…

…
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
よ
ろ

…

…
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
地
域

…

…

…

…
の
和
を
広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

…

…
思
い
ま
す
。
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